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オーストラリアにおける若者の「学校から仕事へ
の移行」支援の現状と課題（４）
－職業教育訓練におけるＴＡＦＥの役害ﾘー
法政大学キャリアデザイン学部教授児美１１１孝一郎
１ＴＡＦＥとは何かはじめに
やや古いものではあるが，石附ほか編（2001）
は鼬オーストラリア・ニュージーランドの教育に
ついて，オセアニア教育学会等での研究の蓄積を
踏まえて，包括的に概説することを試みた研究書
である。同書のなかで，ＴＡＦＥカレッジは，１９７４
年のカンガン・レポート（Kanganl974）を受
けて制度化されたもので，「学卒者や有識者への
職業教育･訓練や個人の自己実現に向けての成人
教育を提供する－組織」であり，「学校教育，高
等教育に加えて，教育の－部門として認知され
た」（出相，2001,103頁）と説明されている。
そもそも石附ほか編（2001）においては，オー
ストラリアの教育について概説した全6章のうち，
TAFEカレッジについての記述が見られるのは，
第６章の第２節においてのみである。このことじ
たい,教育と職業訓練とが切り離されて理解され
がちな日本的な常識を反映しているといえなくも
ない。しかも，その短いながらの節で明示された
上記の説明は，ＴＡＦＥの成立経緯に沿ったもので
はあるが,その後のTAFEの飛躍的な発展と,オー
ストラリアの教育職業訓練のシステム全体のなか
でのポジションを正確に反映したものとは必ずし
もいえない。
では，ＴＡＦＥをどう理解したらよいのか。以下
に説明を加えていこう3)。
まず，オーストラリアの広い意味での教育機関
は,①学校教育セクター,②職業教育訓練(VET）
オーストラリアの教育訓練機関のひとつである
TAFE(TbchnicalandFurtherEducation）ある
いはＴＡＦＥカレッジについて，日本ではどれだけ
知られているのだろうか。その多様な実態につい
ては，教育関係者といえども，おそらくほとんど
イメージできないのではないか')｡児美川(2009b）
でも指摘したが,教育システムと職業訓練システ
ムとが「隔離」されて理解されがちな日本の常識
においては，国内にある公的職業訓練機関でさ
え，多くの者にとっては縁遠い存在であるからで
ある2)。
しかし，オーストラリアにおける若者の「学校
から仕事への移行」支援を考える際には，学校教
育セクターだけではなく，職業教育訓練（VET；
VOcationalEducationandTraining）セクター
が果たしている役割を看過するわけにはいかな
い。そして，その職業訓練セクターにおいて中心
的な役割を果たしているのが，ＴＡＦＥにほかなら
ない。
本稿では，ＴＡＦＥの制度的フレーム，オースト
ラリアのＶＥＴにおいて果たしている役割を概観
するとともに，若者の「学校から仕事への移行」
支援の問題に限定して，ＴＡＦＥの現状と課題を考
察していく。
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営経費は，州政府および地方政府の支出に基づい
ている。
また，ＴＡＦＥには若年層だけが通っているわけ
ではなく，転職や資格取得などをめざす成人層も
TAFEを積極的に活用している。
セクター，③成人・継続教育セクター（ACE；
AdultCommunityEducation）から構成されて
いる。③のＡＣＥは，コミュニティにおいて幅広
い生涯学習の機会を提供する教育機関であるが，
部分的には職業教育訓練を実施している講座・
コース等も存在する。その意味では，②のＶＥＴ
セクターとの境界は厳密に区切られてはいない
が,主要な役割が職業教育訓練にあるわけではな
い。反対に，職業教育訓練を専らの任務としてい
るのが,②のＶＥＴセクターであり，ここには，認
証を受けた民間の職業訓練機関(RTO;Registered
TrainingOrganisation)４)等も存在する。しか
し，受け入れている受講者数という点でも，それ
が果たしている社会的役割という点でも，この国
のＶＥＴセクターの圧倒的な中心となっているの
がTAFEカレッジである。以下，mOLFEの制度的
なフレームを示しておく。
【学ぶことのできる分野】
各州のどこのndLFEカレッジに通学したとして
も，全国的な統一基準のもとでの職業教育訓練を
受けることができる。この基準は，連邦政府と州
政府の協議機関であるMCVTE（Ministerial
CouncilfOrVOcationalandTechnical 
Education）において決められるが，実際には，
MCVTEの下に各種の専門委員会が設けられてお
り，そこではＶＥＴを担当する教育訓練界の意向
だけではなく，産業界の意向が適切かつ迅速に反
映される仕組みができていろ。この意味で，産業
界の要請に即応した職業教育訓練を受けられるこ
とが,TAFEの最大の魅力となっていると言える。
実際，ＴＡＦＥカレッジのコース内容は、ビジネ
ス，ホスピタリティ，ツーリズム，アート＆デザ
イン，レジャー，福祉，航空，’情報技術，自動
車，看護，海洋，通訳・翻訳，農業，動物，工学，
映像，園芸，建築，保健・医療，教育，美容，環
境，法律といった具合に多種多様であり，国内の
産業構成の多くがカバーされている。ちなみに，
オーストラリアらしい分野としては、マリン・
ツーリズム、ワインメーキング、馬産業（競馬調
教、馬場経営）などがある。
各分野・コースの教育内容は，次に紹介するよ
うなTYkFEで取得できる証明書（certificate)・資
格（diploma）の種類に応じて,それぞれ異なる
就業期間のもとでのカリキュラムが定められてい
る。
【概要】
端的に言ってしまえば，ＴＡＦＥとは，オースト
ラリアに100校以上ある州立の職業教育訓練機関
である。ちなみに，大学の数は４０弱なので，そ
れよりも多く，各州の主要都市に存立しているこ
とになる。
留学生向けのコース(語学等）もあるが,ＴＡＦＥ
カレッジの大半のコースには，現地のオーストラ
リア人が通っている。教育内容も，多種多様であ
る。就業期間も，４ケ月から４年までと非常に幅
広い。また，フルタイムの教育コースも，パート
タイムのコースも併存しているのが通例である。
日本では,専門学校がこれに一番近い形態の教
育機関であると思われるが，ＴＡＦＥはすべて公立
である。ＲＭＩＴ（RoyalMelbournelnstituteof
Technology）大学などが有名であるが，大学が
TAFEカレッジを併設しているケースもある。な
お，オーストラリアの大学は，２校を除きすべて
州立であるが,主要には連邦政府からの予算支出
に基づいて運営されている（実質的には，国立に
近い運営形態をとる)。これに対して，TAFEの運
【取得できる証明書と資格】
ＴＡＦＥでは、以下に示すようなさまざまな（広
義の）資格を取得することができる。
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オーストラリアにおける若者の「学校から仕事への移行」支援の現状と課題（４）
概要
必要俸理才導のもとてある業種の規定され業務内容を理解し夷付き能～ 
力をつナろ
～月限られナ管理鈩導のもとより複雑業務ＦＡ容を理解実てきる能力をつナろ
月人上鞭毛騨性’者…誉能力高への自己鐸理:力技術面
～月ある技能の全般的資格専門技術を含み他者の業務対す責任経“理のつての責任カー定のへ達する
～月霞歴宴能を臺轌身と皇写ぞ載篁出来愚へてあり各分野Ｍろ基本と知
～月襄数冒驚わﾌﾞろ能力適性高へでの専門技n噸者としての責任カ
ー月大子を卒業しナとと口様の資格として固められる
証明書・資格
Certificatel 
Certificate2 
Certificate3 
４～６ケ月
６ヶ月以上
１２ １８ケ月Certificate4 
１８～２４ヶ月Diploma 
２４～３６ケ＝Advanced Diploma 
Bachelor 
オーストラリアにおいては，児美川（2008a）
でも記したが，ＡＱＦ（AustralianQualification
Framework）という教育と職業訓練を横断する
全国的な資格枠組みが制定されている。中等教育
修了資格や大学における学位と,ＶＥＴセクターに
おける職業能力取得を示す証明書・資格とが，社
会的には同等の通用力を持つことが，この国の特
徴を形成している。具体的には，上記の
Certihcate4が，中等教育修了資格と，Bachelor
が大学における学位と同等の資格として見なされ
る。
になる能力＝「結果」が重視されるようになり，
職業関連の「知識」よりも具体的に行使できる
｢スキル」が，そのためには「教室での学習」よ
りも「職場実習」が教育課程においても重視され
ることになった5)。そうした能力ベースの職業教
育訓練を円滑に行うための｢職業訓練パッケージ
(TrainingPackage)」が，さまざまな職業分野ご
とに開発されてきている6)。また，「能力ベース」
の教育方法を開発する際に，職業分野ごとに求め
られる能力やスキルの基準設定には,産業界の側
の意向が反映する仕組みになっている。
試みに，カリキュラムのイメージをつかむため
に，先にも名前を出したＲＭＩＴＴＡＦＥにおける
｢広告(Advertising)」のcertificate4のカリキュ
ラムを示しておく。以下は，フルタイムで１２ヶ
月の標準履修期間が想定されたものである。
【カリキュラムの特徴】
ＴＡＦＥのカリキュラムの特徴は,何といっても，
それが特定の産業分野と結びついて,産業界と連
携しつつ展開されているという点にある。教育内
容は，基礎的レベルから，職場に即応できる，き
わめて実践的な知識やスキル形成にまで及んでお
り，相応の期間の「職場実習（ＳＷＬ；Stmctured
WOrkplaceLeaming)」を取り入れているコース
も多い。
ＴＡＦＥにおける教育方法としては，政策的な誘
導もあって，１９８０年代半ばころから「能力ベー
ス（competency-based）」と呼ばれる方法が採
用されるようになっている。その結果，職業訓練
の成果を測る指標としては，訓練カリキュラムの
｢過程」の充実よりも，受講生が身につけること
必修コース
Conductprecampaigntesting 
AnalyseconsumerbehaviourfOr 
specificmarkets 
Profilethemarket 
Monitoradvertisingproduction 
Scheduleadvertisements 
時間数
一
５０ 
6０ 
印一別一伽
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援においても重要な役割を果たしているわけであ
る7)。
実際，１９８０年代前半までは，伝統的にオース
トラリアの中等学校における最終学年（第１２学
年）の生徒の残留率は，３割台の前半にすぎな
かった。逆に言えば，７割弱の生徒たちは，中等
学校からの「早期雛学者（earlyschoolleaver)」
であったわけである。彼らのその後の進路は，大
まかに言えば,①そのまま就業するか，②徒弟制
(apprenticeship)の職業訓練に入っていくか,③
TAFE（あるいは，民間のRTO）に通って職業訓
練を受けるか，であった。若者の「仕事への移
行」を支える役割は，学校教育セクターだけでは
なくＶＥＴセクターが，車の両輪のごとくに担う
ということが，この国における伝統的な若者を大
人にする仕組みであり，その枠組みじたいは，現
在でも変わっていない。
ただし，その後，１９８０年代を通じた若年失業
率の上昇，1990年代以降の「知識社会化」の進
行とグローバル経済競争の展開といった事態を背
景として，連邦政府は，国民（とりわけ若年層）
の労働力水準を高めることを政策的に重要な課題
として位置づけ8)，そのために中等学校の生徒の
最終学年までの残留率を上昇させるという方針を
とってきた。結果として，１９９０年代には，７割
を超える生徒が第１２学年まで残留するようにな
り，さらに大学への進学率も上昇した。したがっ
て，ＴＡＦＥが伝統的に果たしてきた，中等学校か
らの早期雛学者を受け入れて職業教育訓練の機会
を提供するという役割は，量的には縮小している
と言える。しかし，逆に，中等教育修了後に，大
学ではなくＴＡＦＥカレッジに通学して，より高度
な職業教育訓練を受ける層が増大してきているの
が現状であるｂ
ちなみに，ＡCER（2008）は，1995年に中等
学校の第９学年に在籍していた生徒集団（コー
ホート）の，その後の進路経路を長期的に追跡調
査している研究プロジェクトの成果の一環である
が,それによれば,調査対象となった1995年コー
ホートの生徒たちのその後の進路行動は，以下の
時間数
４０ 
５０ 
５０ 
選択コース
Buyandmonitormedia 
Undertakemarketingactivities 
Writecomplexdocuments 
Conductelectronicmarketmg 
communications 
Applymediaanalysisandprocessing 
tools 
3０ 
5０ 
日本の大学等におけるように，「○○概論」「○
○演習」といった科目が並ぶのではなく，実際の
実務分野で必要とされる職業的知識やスキルを習
得するための実践的なコースワークが，一定の
パッケージとして提供されていることがわかる。
開講形態についても，９０分授業を通年で行う
ようなものではなく，集中授業の形式やセメス
ター内に複数コマの授業が設定されるのが通例で
ある。なお，ＲＭＩＴＴＡＦＥの場合には，より初級
の資格認定がなされるコースでは｢職場体験(WOrk
Experience)」が課されたり，製造業等では「職
場実習」が，情報系分野等では，企業と連携した
｢訓練生制度」（school-basedtraineeship）を併
用した，コースワークと職場実習とのデュアル・
システムが実施されたりもしている。
Ｚ若者の「学校から仕事への移行」と
ＴＡＦＥ 
いま述べてきたこと（とりわけ，教育と職業訓
練とを横断する全国的な資格体系の存在)からも
わかるように，オーストラリアにおいて，ⅦＴセ
クターの社会的地位は，けっして教育セクターに
見劣りするものではない。日本におけるように，
高等学校においては普通科が専門学科（職業学
科）よりも序列上優位にあり，大学が専門学校よ
りも上位にあるといった通念も存在しない（少な
くとも，システム上は，そうした格差や序列を認
めない制度設計がなされている）。オーストラリ
アにおいては，そうした教育セクターと同等の社
会的位置づけを与えられるＶＥＴセクターあるい
はＴＡＦＥが，若者の「学校から仕事への移行」支
4２ 
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オーストラリアにおける若者の「学校から仕事への移行」支援の現状と課題（４）
ようになっている。
大学卒業４２％
TAFE修了３３％
徒弟生・訓練生修了１３％
中等教育修了者８２％
大学卒業１％
TAFE修了３３％
徒弟生・言111続生修了２５％
中等教育未修了者１３％
加，正規雇用での就労，非正規雇用での就労，失
業といった状態を，ヨーヨーのように(cfEGRIS
2001；久木元2009）行きつ戻りつする若者が増
加してきているのである。その意味では，上記の
①～④は，あくまで理念型的に設定されたキャリ
ア・パスにほかならない。①を経て就労したにも
かかわらず，その後③を必要とする者，②を経由
したにもかかわらず，その後の就労状況しだい
で，③ないし④に戻ってくる者といったヴァリ
エーションは,幾通りも存在するわけである。（さ
らに，念押しをしておけば，ＴＡＦＥ本体の役割と
しては，こうした形で若年層に対する職業教育訓
練の機会を提供するだけではなく，成人を対象と
したそれが，もうひとつの大きな柱として存在し
ている｡）
全体として，ＶＥＴセクターは，大学セクターを
しのぐ量的規模において，若者の「仕事への移
行」プロセスに関与・貢献していること，そのな
かでもTAFEの果たす役割が大きいことがわかる
だろう。1980年代以降における中等教育修了者
の急激な上昇は,大学進学率を押し上げる結果に
もなったが，同時に，中等後（post-secondary）
教育の段階でのTAFEへの進学者を増大させても
きているわけである9)。
以上を踏まえると，オーストラリアにおける若
者の「学校から仕事への移行」においてＴＡＦＥが
果たしている役割は，主要には以下のような経路
を通じてであると言える。
①中等学校からの早期雛学者に対する職業教育
訓練
②中等学校の修了者に対する，より高度な職業
教育訓練
③中等学校の離学後，あるいは修了後，いった
んは就労したが,その後に離職した若者に対
するフルタイムの職業教育訓練
④就労中の若者のスキルアップ，より高度な資
格取得のためのパートタイムの職業教育訓練
３学校におけるＶＥＴとＴＡＦＥ
ＴＡＦＥが若者の「学校から仕事への移行」にか
かわる局面は，コース等の履修生を受け入れると
いう点では，２．の最後に述べた①～④のルート
になるわけであるが，実は現在では，ＴＡＦＥが若
者の「仕事への移行」支援にかかわる場面には，
もうひとつ大きな柱がある。中等学校が自らのカ
リキュラムの一環として提供するＶＥＴ関連の科
目（VETinschoolsと呼ばれている）に関して，
学校側との連携のもとに生徒たちを受け入れ,実
際に職業教育訓練を実施するというのが，それで
ある。経緯および連携の形態にはやや複雑なとこ
もちろん，DwyereLaL（2003）の追跡調査も
示すように，1990年代以降，この国の若者たち
の「学校から仕事への移行」プロセスは，多くの
先進諸国と同様に，長期化・複雑化・不安定化し
ており，非直線的（non-linear）になってきてい
る。学校セクターでの就学，職業教育訓練への参
4３ 
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端的に言ってしまえば，それがTAFEカレッジ
との連携なのである'')｡連携の形態はさまざまで
あり，ＴＡＦＥが教員を中等学校に派遣して，そこ
でＶＥＴ科目が実施される場合もあれば，生徒が
TAFEに通って，ＴＡＦＥの施設・整備を利用して
職業教育訓練が行われる場合もある。また，多く
のＶＥＴ科目では，教室や実習室での授業のほか
に，職場実習が組み込まれている。どちらにして
も，中等学校は，ＴＡＦＥとの連携によって，教育
内容や方法についてのこれまでのTAFEの経験や
実績，職場実習先の開拓等におけるＴＡＦＥの実績
関係などが，フルに活用できたわけである。
児美川（2008b）でも書いたが，筆者が訪問・
調査したことがあるヴィクトリア州の北メルボル
ン・エリアでは，エリア内にある中等学校すべて
が，一斉に毎週水曜日をＶＥＴ科目の曰と決めて
おり，この曰には第１１学年と第１２学年の生徒た
ちは，自校で開講されているＶＥＴ科目だけでは
なく，他校で開講されているＶＥＴ科目を受講し
に出かけたり，ＴＡＦＥに通ってＶＥＴの授業を受け
たりするという仕組みになっていた。こうした学
校間連携およびTAFEとの連携によって，各中等
学校は,多様な種類の職業教育訓練の機会を生徒
たちに提供することができるのである。
Ｌａｍｂ＆Vickers（2006）は，オーストラリア
各州の中等学校で行われているＶＥＴ科目の提供
(VETinschools）には，以下のような三つのタ
イプが存在することを指摘して，調査対象校のな
かで，それぞれのタイプが占める割合を示してい
る。
ろがあるので，少し詳しく敷桁しておこう。
もともとオーストラリアの中等学校は，アカデ
ミックな普通教科のみでカリキュラムを構成して
おり，職業教育関連の科目を置いていなかった。
だからこそ，伝統的には生徒たちの最終学年まで
の残留率は３割台にとどまり，多くの生徒は，
ＴＡＦＥをはじめとするＶＥＴセクターを経由して
「仕事への移行」を果たしていたわけである。し
かし，すでに述べたように，こうした状況は１９８０
年代以降，一変する。中等教育修了率が急上昇
し，いわば中等教育がマス化ないしユニパーサル
ー化していくわけである。児美川（2009a）でも指
摘したが，その際，中等学校の伝統的なアカデ
ミック・カリキュラムが，残留率が上昇した結
果,新たに中等学校にとどまるようになった生徒
やその保護者のニーズに合うものでなかったこと
は，容易に想像できるだろう。
結果として，オーストラリアの各州は，ほぼ
１９９０年代半ばの時期に，中等学校のカリキュラ
ムの見直しを行い,職業教育訓練を実施するＶＥＴ
科目を導入していく。それらの科目に関しては，
中等教育修了資格を得るための要件にカウントさ
れたり，ヴィクトリア州のＶＣＡＬ（Victorian
CertiiicateofAppliedLearning）ように，実際
的・応用的なⅦＴ科目を中心とした新しい中等
教育修了資格が新設されたりするなどの工夫もな
された。こうしたカリキュラム改革が，圧倒的多
数の生徒や保護者から歓迎されることになったの
は，Hodgson（2000）の指摘するとおりである
１０)。だからこそ，その後の中等学校は，７割を超
える生徒たちを最終学年まで残留させ，中等教育
を修了させることができたとも言えるだろう。
ところで，ここで注目に値するのは，中等学校
にＶＥＴ科目を新たに導入するということは，本
来，そのための施設・設備の設置，教育内容・方
法のパッケージの開発,指導教員の確保等の莫大
なリソースの投入が必要になるだろうという点で
ある。にもかかわらず，オーストラリアの中等学
校において，ＶＥＴ科目の導入が,非常に短期間の
うちに広まったのは，なぜなのか。
①職場実習を含む学佼モデル（54％）
②職場実習を含むTAFEモデル（26％）
③職場実習を含まないVET科目の設置（10％）
④VET科目を設置していない（8％）
用語法が紛らわしいので注意しなくてはいけな
いが，ここでいう①の「学校モデル」とは，ＶＥＴ
科目の実施が学校内で行われていろということを
指すのではなく，ＶＥＴ科目を修得した生徒が，そ
れを中等教育修了資格の資格要件に加えることが
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ｚＩＴＡＦＥにおける職業教育訓練の現状
と課題
できるというＶＥＴ科目の提供方法のことを指し
ている。つまり，生徒側から見れば，ＶＥＴ科目は
通常，職業教育訓練資格として認定されるので，
学校におけるⅦＴ科目を修得することで，それ
を中等教育修了資格にも職業教育訓練資格にもダ
ブルでカウントできるということを意味してい
る。②の「TAFEモデル」とは，それができない
タイプ,つまり生徒側にとっては職業教育訓練資
格のみが取得できるという提供方法である。③
は，職場実習を含まないというＶＥＴ科目の提供
方法である。したがって，ＴＡＦＥは，おそらく①
～③のすべてにかかわり，学校との連携をはかっ
ている。違いは，学校側が，学習結果を中等教育
修了資格にも適用させるかどうかと，職場実習を
含む科目設計がされているかどうかである。
彼らの調査によれば，現在では中等学校の９２
％が，なんらかのＶＥＴ科目をカリキュラム上に
設置している12)。職場実習の実施率も８０％であ
り，それなりの職業教育訓練としての実質を備え
ていることが窺えるのではなかろうか。また，調
査結果が示すところによれば，①の「学校モデ
ル｣のＶＥＴ科目を履修している生徒のほうが,他
のタイプのVET科目を履修している生徒よりも，
最終学年まで学校に残留し，中等教育修了資格を
取得する率が高いことがわかっている。さらに，
①②のように職場実習を含んだＶＥＴ科目を履修
した生徒の場合には（とりわけ，比較的長い期間
の職場実習を体験した生徒は），中等学校を卒業
した後に，さらにＴＡＦＥカレッジに進学して，よ
り高度な職業教育訓練資格の取得をめざす可能性
が高いという。こうした意味では，中等学校カリ
キュラムへのＶＥＴ科目の導入によって，生徒の
第１２学年までの残留率を高め，さらに国民全体
の労働力水準を高めることをねらいとした政策的
意図は，ある程度まで現実のものとなっていると
言うこともできよう。
見てきたようなＴＡＦＥの制度的フォームの概要
と変遷，中等学校との連携の現実を踏まえたうえ
で，あらためてＴＡＦＥがオーストラリアの教育・
職業訓練システムにおいて担っている役割の現状
と今後の課題について整理しておこう。：
【若年層の「仕事への移行」支援】
まず，最初に確認しておくべきことは（これま
での論述でも明らかではあるが),TAFEが提供す
る職業教育訓練（VET）は，この国の若者の「学
校から仕事への移行」を考える際には，欠くこと
のできない重要な役割を担っていろという点であ
る。それは，①中等学校からの早期雛学者，②中
等学校に在籍してＶＥＴ科目を履修する生徒，③
中等学校の修了者，を対象としており，その範囲
は多岐にわたっている。
先にも紹介した，中等学校に在籍した生徒の追
跡調査を行ったＡＣＥＲ（2008）は，①～③のどこ
かの段階で職業教育訓練を受けた者は，これを受
けなかった者に比べて，就業において有利な扱い
をされていることを明らかにしている。また，早
期雛学者を対象として実施した調査であるDavid
(2008）は，早期雛学者の場合，失業状態等が長
期化する危険性（確率）もけっして少なくないわ
けであるが，職業教育訓練を受けた者の場合に
は，フルタイムでの就業率が有意に上昇すること
を明らかにしている。とりわけ，学校時代の成績
が低い者（low-achiever）ほど，この点での効果
が高いという（就業率は，男性の場合,ＶＥＴを受
けた者92％，受けていない者72％・女性の場合，
同様に７３％，４９％)。
日本とは労働市場の構造が異なり，採用・人事
においては職種に応じた技能や専門性が重視され
るということはあるが，それにしても興味深い点
であると言えよう。すでに触れたＡＱＦという連
邦全体で通用する資格フレームが存在すること
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いる｡３期続いたハワード保守連合政権が進めた
新自由主義的改革が，公的なＴＡＦＥから私的企
業へという方向性を持っていたことの影響でも
ある。
5）ｃｆＳｍｉｔｈ＆Keating（2003）を参照
6）実際には，こうした改革が，伝統的な職業教育
訓練の領域に混乱を与え，かえって教育効果を
低下さているという議論もある｡Barnett＆Ｒｙａｎ
（2005)，TeeseandPolesel（2003）を参照。
7）もちろんこのことは，ＴＡＦＥが若年者対象に限定
された職業教育訓練機関であるということを意
味するわけではない。成人労働者においても転
職が普通に見られるオーストラリア社会におい
ては，成人を対象とする職業教育訓練の機会も
充実しており,ＴＡＦＥはそこにおいても重要な役
割を果たしている。実際，ＤＥＥＷＲ（2007）に
よれば,この国のＶＥＴへの参加者全体において，
２４歳以下の若年層が占める割合は，43.2％に過
ぎない。
8）伊井（2004），連邦政府による若者政策の基本
方針を定めたDEETYA（1996）を参照。
9）なお，中等教育の未修了者で，その後の進路を
ＶＥＴセクターに求める場合，徒弟生や訓練生を
選ぶ者の割合が相対的には高い。それは，徒弟
生や訓練生は，一定の給与の支払いがなされる
職業教育訓練の形態であり，そこに魅力を感じ
る生徒たちは，徒弟生や訓練生になるために中
等学校を辞めるという進路行動をとることが影
響していると思われる。cfKeating（2006）
10)この時期に中等学校カリキュラムにＶＥＴ科目が
導入されるようになった背景には，生徒や保護
者のニーズに応えたという側面と同時に，技術
革新の進行，知識社会化の動向，そしてグロー
バル経済競争の展開を睨みつつ，国内の労働力
水準の上昇をはかろうとしていた当時の連邦政
府の政策的牽引も存在していた。中等学校段階
で初歩的なＶＥＴ資格を取得し，さらに卒業後に
TAFE等に通って，より高度な資格取得をめざす
という進路行動が期待されていたということで
ある。ｃｆＡＮＴＡ（1995）
11)VETinschoolsにおいてＴＡＦＥが果たしている
役割については，Poleselet・ａｌ．（2004）で詳し
く述べられている。
12)あまりに当然のことではあるが，ＶＥＴ科目は選
択科目として置かれることが通常なので，ＶＥＴ
科目を導入している９２％の中等学校のすべての
生徒が，なんらかのＶＥＴ科目を履修しているわ
けではない。ＤＥＥＷＲ（2007）によれば，オー
ストラリア全体での中等学校生徒のＶＥＴｉｎ
ｓｃｈｏｏｌｓへの参加率は，37.1％である。
13)ＡＮＴＡ（2003）は，こうした安心感の醸成とい
うことも含めて，TAFEが地域コミュニティにお
いて人々の信頼関係やネットワーク等の「ソー
シャル・キャピタル」を創造する機能を持ちう
るのではないかという点に期待している。
14)日本において「生涯学習（lifelongleaming）」
という概念は，職業教育訓練とは結びつきにく
いかもしれないが,ＥＵやＯＥＣＤ諸国の議論にお
いては，生涯学習という包括的な概念のもとに，
学校教育，成人教育，職業教育が統合的に把握
されるのが通常であろう。佐藤（2006）などを
参照。
15)中等教育修了後の教育を指す言葉としては，も
ちろん「高等教育（highereducation)」「中等
後教育(post-secondaryeducation)｣等もある。
中等教育修了者向けの職業教育訓練（VET）を
指す用語としても，イギリスでは「継続教育
（fUrthereducation)」が，アメリカでは「高等
教育」が使われている。結局，概念じたいが国
よっても微妙に異なっているわけであるが，こ
こで「第三段階教育」を採用したのは，それが，
オーストラリアにおいて比較的によく使用され
ている用語だからである。
16)さらに言えば，ＴＡＦＥの役割が広範に広がり，そ
の重要性が増しているにもかかわらず，州政府
の財政難といった条件もあり,ＴＡＦＥに投入され
る予算が減少を続け，そこで働く教員たちの勤
務条件も悪化しているという指摘もある。cf
Kronemann（2000） 
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17)さらに言えば，そもそもつねに技術革新や産業
構造転換への受動的・一方的な適応を迫られる
職業教育訓練のあり方そのものが，「雇用される
可能性（employability）という至上命題
（imperative)」（Wiseman＆Alromi2006）に
突き動かされたものであり，ＶＥＴが若者や成人
のためのものではなく，産業界やビジネス界の
ためのものになっているとする批判も存在して
いる（cfAEU2001)。確かに「何のためのＶＥＴ
なのか？」という問いは，どこかでクリアして
おかねばならない重要なものであろう。「都会の
教育学（urbanpedagogy）」（White＆Ｗｙｎ
2004）と椰楡されるような非現実的な理想主義
は論外であるが，職業教育訓練セクターと産業
界との関係は，前者がつねに後者の意向にのみ
‘従うという関係であらねばならない理由はない。
大学キャリアデザイン学部・教職課程委員会・
資格課程委員会『法政大学教職資格課程年報』
ＶＯＬ６ 
佐藤一子(2006)『現代社会教育学』東洋館出版社
田中萬年(2006)『教育と学校をめぐる三大誤解』
（学文社）
出相泰裕（2001）「多様な資格を取得できる継続
教育」（石附ほか編，2001,所収）
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